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研究成果の概要（和文）：人は文章を理解するとき，入力された個々の単語ごとの意味や役割を把握し文全体の単語を
つなげ，その意味を理解する．さらに文章を理解する過程では心的表象として「状況モデル」を構築するとされる．会
話理解の場合も同様，相手の発言を様々なレベルで理解し，状況モデルを構築していると考える．これまでの研究で音
韻や語彙，文の理解の解明は進んでいるが，会話における状況の理解はいまだ進んでいない．会話では相手が言った言
葉を受けて，自らが発言し話が進んでいくため，文章や物語を読むときと異なる仕組みがあると考えられる．本研究で
は，会話の状況を理解する理論モデルを検討し神経的基盤を脳活動計測より探った．

研究成果の概要（英文）：The situation model, which is constructed during a dialogue through the 
integration of spoken information, is essential in order to accurately understand a dialogue's contextual 
meaning. However, it has been difficult to investigate a situation model of dialogue. In this study, we 
created two types of scripted dialogues for participants: one develops a situation model (decisive 
script) and the other one does not (indecisive). The functional magnetic resonance imaging was conducted 
to assess relevant differences in brain activity between subjects who experienced a situation model and 
those who did not. The results showed that the left middle temporal gyrus was significantly more active 
during the decisive dialogue than during the indecisive dialogue. Thus, this area may be involved not 
only in comprehending simple sentential context in text, but also in processing of updating situation 
model of dialogue.

研究分野：ヒューマン・エージェント・インタラクション
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１．研究開始当初の背景 
人は文章を理解するとき，入力された個々
の単語ごとの意味や役割（主語、目的語）を
把握し文全体の単語をつなげ，その意味を理
解する．さらに文章を理解する過程では心的
表象として「状況モデル」を構築するとされ
る．会話理解の場合も同様，相手の発言を
様々なレベルで理解し，状況モデルを構築し
ていると考える．これまでの研究で音韻や語
彙，文の理解の解明は進んでおり，先行研究
において語彙のレベルや意味のレベルの理
解についての脳計測実験が行われ，与えられ
た言葉や文章内に音韻や語彙，意味の一致が
見られる場合には，pSTG (BA22)と角回 
(BA39)の賦活することが多く述べられてい
る．しかし，会話における状況の理解はいま
だ進んでいない．会話では相手が言った言葉
を受けて，自らが発言し話が進んでいくため，
文章や物語を読むときと異なる仕組みがあ
ると考えられる．しかしこれまでの研究でこ
の仕組みの解明は進んでいない． 
 
２．研究の目的 
本研究では，会話の状況を理解する理論モ
デルを検討し，神経的基盤を脳活動計測より
探る．本報告では，Dual fMRI装置利用の準
備のため実施した fMRI装置 1台を用いた二
者間会話時の実験を述べる． 
 
３．研究の方法 
本実験では，fMRI 測定室内と室外の実験
協力者ら互いの声が聞こえる環境を構築し，
脳を撮像する時間を固定するために発話を
制限した．これまでの実験で，二種類の状況
モデルが異なる会話として「旅行先が決まる
会話 I（Decisive）」「旅行先が決まらない会
話 II(Indecisive)」を作成した（図１，図２に
示す）．会話Ｉは，話が進むことで状況が徐々
に構築されるものであり，一方で会話Ⅱは文
と文が繋がっておらず，会話が進んでも状況
が構築できないものである． 
実験では，fMRI 測定室内と室外の実験協
力者（Ａ，Ｂ）らをマイクとヘッドフォンで
互いの声が聞こえる環境を構築し，音声会話
ができる状況を作成した．脳を撮像する時間
を固定するために，限られた時間に交互に発
話をすることとした．室内の協力者Ａが話し，
室外の協力者Ｂが話した後に，会話状況を理
解していると考え，Ａが制限時間内に話し，
さらにＢが話したあとにＡの脳を撮像した． 

 
４．研究成果 
実験協力者 21 名の大学生を用いた fMRI
実験の結果，会話Ⅱよりも会話Ⅰのときに左
側頭回付近に有意な賦活が見られた（図３，
表１に示す）．先行研究との比較検討により，
賦活部位にて話の進行状況を理解している
可能性が考えられた． 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図１：会話Ｉの一部 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図２：会話Ⅱの一部 

 
 

これまでに，状況モデルの構築を調べるこ
とに近い脳イメージ研究がおこなわれてき
ており，談話構造の理解時の脳の神経基盤を
探る研究が行われてきた．しかし，それらの
研究では，左側の側頭回の賦活は見られてい
ない．これまでの研究のリスニング実験では，
「ストーリーや文を被験者に聞かせ，その接
続（つながり）が正しいかを実験協力者にた
ずねる」といった，ストーリーや文の接続を
扱うことで談話構造の理解に関連する神経
基盤を探ろうとしている．一方，本実験では，
自分が言ったことと相手が言ったことの接
続を考えるところまでは従来までの研究と
同じだが，さらにそれによる状況モデルの更
新を探ることに違いがある． 
また，従来の実験では，聞いたストーリー
や文のひとつひとつの接続に注目している
が，本実験では，自分の言ったことと相手の
言ったことの接続を考えて，状況モデルを更
新するという，接続の蓄積を扱っていること
がこれまでの文やストーリーの接続のみし
か見ない実験と異なる．また，以前に自分が
言ったことと相手の言ったことを比べるこ
ともしている．これらにより，賦活に違いが
あったと考えられる． 

 
 
 
 
 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図３：会話Ｉ（Decisive）と会話Ⅱ
（Indecisive）における賦活部位 

 
表１：会話Ｉ（ Decisive）と会話Ⅱ
（Indecisive）における賦活部位の座標 

(Z values refer to the activation 
maximum within the region in question. 
p<0.05,FWE-corrected at the cluster level） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
本研究は，スクリーンに提示された文章を
黙読する状況モデルの更新とも異なる．文同
士の接続を読んで「いつ，どこで，なにを」
の情報を更新するだけでなく，更新とともに
「相手も同じように思っていること」を想定
している点が黙読時の状況モデルと異なる．
黙読での状況モデルの更新では，自分一人で
「いつ，どこで，なにを」を留めるが，本実
験のダイアログにおける状況モデルでは，相
手も同じ状況モデルを持っていることを想
定する．このように，黙読とダイアログには
「相手の想定」という違いがある．このため
に，黙読における状況モデルの更新の研究と
異なる結果になっていると考えられる． 
さらに追加実験として，話が決まらない会
話として「否定的な反応を返す会話」を追加
し予備実験を実施した．これは会話 Iと同じ

ように話が展開していくが，実験協力者と対
立するような返答をすることで状況が構築
されないものである．実験協力者 8名を用い
た計測により，左側頭回付近に有意な賦活が
見られた．この部位は文章や物語理解の時に
賦活するとされ先行研究と同様の賦活結果
が得られた． 
これらのことから，会話において状況が構
築される際に活動する特有の脳部位が存在
することが確認され，有意な知見が得られた．
また複数の種類の会話を用意し，fMRI 室内と
室外で会話する実験手法が有用である可能
性が考えられた． 
さらに実験の応用として，擬人化エージェ
ントとの会話時における発話交替時時の脳
計測を実施した．これはそれまでの会話実験
方法を活かし，人がエージェントとの会話し
ている際の脳計測を試みる実験である．結果，
発話交替時の仕草により，共感に関する脳部
位（右島皮質）の賦活が見られた．これに基
づき，脳計測結果がエージェントの発話交替
動作の設計に活かせる可能性を示した．今後，
視線や顔向きといった他の発話交替の仕草
による追加検証により知見が得られると考
える．さらに実験手法は多人数会話や雰囲気
の良い／悪い会話時の脳計測などへの応用
の可能性が考えられ，ヒューマンコミュニケ
ーションの仕組みの解明に繋がっていくと
考える． 
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